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～珠洲市における里山里海学習～

里山里海自然学校を生かして

珠洲市立直小学校 尾形正宏（宗玄班）

１ 本校の校区について

本校の校舎３階からは，富山湾を挟んで遠く立山連峰を望むことができる。校舎のある野々江町

は，市の中心部である飯田町に近く，多くの大型店舗や市総合病院，県立飯田高校，緑丘中学校

などもある。

一方，平成17年4月，外浦にある日置小学校と統合したた
ひ き

め，統合後の校区は，珠洲市を縦断するように広がっている。

現在，日置地区の児童はスクールバスで通学している。

能登半島の先端に位置する珠洲市は，富山湾に面した内浦

の海岸線（砂浜が多い）と激しい波が打ち寄せる外浦の海岸線

（岩場が多い）が特徴的だが，本校の校区には，まさにこの両方

が存在する。また，校区は，山地の方にも入り込んでおり，まさ

に，「海，山，里，川」などの自然が豊富な地域である。

２ 教材化の前提として

多彩な自然から学ぶ■

本校の校区が，このような広い地域を占めていることだけでも，校区の自然や文化を教材化する可能性

は多岐に及ぶ。ただ，あまりにも広い校区なので，学校職員でさえもその場所を見たことがない地域も多く，
．．．．

指導者自身の校区についての知識も「広く，薄く…」になりがちである。そのため，実際に教材化するとなる

と，多くの困難さもある。

能登半島里山里海自然学校■

本市には，金沢大学能登学舎として，「能登半島里山里海自然学校」がある（校舎は三崎町）。この施設

の有効な活用法を探っていきたい。自然学校や自然学校を中心として活動している NPO 法人との連携を
深めることで，専門的な知識を取り入れた，中身の濃い活動が実践できると思われる。

３ 今年度の取組

「珠洲の里山」生き物観察会（対象：小学 3年）■

趣旨：生活科や総合的な学習の時間及び特別活動等において，生き物調査を通して里山里海に関わる学

習を行い，児童生徒がそこに住む人々とふれあったり，生き方を知ることをとおして，珠洲のよさを見

直し，珠洲を愛する心を育む。

この観察会は，昨年（対象は，3年生）に続いて，2度目の取組である。今年度も「総合的な学習」

の時間を使って，以下のような取組をした。

…………………………①田んぼの生き物観察会（ 7月 8日，赤石大輔先生，野村進也先生） 2 時間
校区にある，農業法人「きずな」さんが管理する田んぼ（直植え，苗植え）に住む生き物を調査する。現地

での講師は，自然学校の赤石先生と野村先生。生き物の採集の仕方や，名前などを教えていただいた。お

二人には，このあとの②③⑥の活動にも参加して頂いた。

校区地図（斜線部分）
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………………………………………………………………②田んぼの生き物観察会（ 9月 18日） 3 時間
2 回目の観察会。 7 月に観察した苗植えの田んぼにはすでに水がなく，観察出来なかった。直まき田ん

ぼのみの観察。

…………………………………………………………③田んぼの生き物調べ学習（ 10 月 20 日） 3 時間
7月と 9月の観察会で見つけた生き物について，赤石先生たちから説明を聞き，生き物の名前や特徴を

教えていただいた。その後，今後の調べ学習と報告会への見通しを立てる。

………………………………………④地図や図でまとめる。劇の練習をする（ 10月～ 11 月） 10 時間

……………………………………………………………⑤学習発表会（ 11 月 15日，【資料 1 】） 1 時間

………………………………………⑥「珠洲の里山」生き物観察会活動報告会（ 12月 12日） 2 時間
市内の 6 校が集まって，各学校で行った「生き物観察会」の報告を交流した。本校の 3 年生は，学習発

表会同様，調べたことを劇に編集して成果を報告した（児童の感想は【資料 1 】）。

里山から見た「珠洲焼」体験（ 5 年生）■

○伝統産業である珠洲焼づくり体験をとおして課題を見つけ，地域の人々と交流し，産業と人と地域の自

然（里山里海）とのかかわりについて，興味を持って調べることができる。

○里山が守られてきたことと，珠洲焼や瓦産業などとの関連を考え，里山の意義に気づく。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥①珠洲焼・雑木林について調べる（図書室，インターネット） 4 時間
学校にある図書やインターネットを利用して，珠洲焼の歴史などについて，調べた。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥②雑木林について学ぶ（里山里海自然学校学芸員） 2 時間
赤石先生を講師に，「雑木林」の役割と「里山里海」について，学習を深めた。自然学校で，珠洲の産業

と里山について学んだ後，実際に，自然学校が管理している雑木林に出向き，説明を受けた。以前の珠洲

では，自宅のお風呂の薪や，瓦工場，珠洲焼の焼窯，海水からの塩作釜などの燃料のために，定期的に

林の雑木を間引いて伐採することで，里山の恵みが維持されていたことを知ることができた。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥③珠洲焼について話を聞く（学芸員） 1 時間
珠洲焼資料館の大安学芸員に，珠洲焼の歴史と珠洲焼の作り方についての話をお聞きした。大安さん

は，本校の PTA会員でもある。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥④珠洲焼体験をする 4 時間

陶芸センターの権左陶芸指導員さんたちを講師に，実際に 500g の珠洲焼用の粘土から珠洲焼を成形
する体験をした。作品は，まだ焼き上がってこない。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥⑤雑木林・珠洲焼についてまとめる 6 時間
「森林」と「珠洲焼」について，見学時のメモと写真，講師からいただいた資料など元に，一人一人がＢ４

版の新聞をつくり，まとめた。（【資料２】）

晩秋の雑木林探検（ 4年生）■

11 月の下旬，理科の一環として，里山里海自然学校が管理している雑木林に出向き，冬支度をしている
生き物探しをした（指導者は，野村先生）。クロサンショウウオやアカカエルなどの両生類やゴキブリ，シロア

リなどの昆虫類も見つけた。いろいろなキノコもはえていて，秋の雑木林にもたくさんの命が息づいているこ

とに気づいた（【資料 3 】。

４ 今後に向けて

・学年相互のつながりを見据えた本校の「里山里海学習カリキュラム」を作っていきたい。

・里海に関する取組が弱い。近くの漁協などとの連携も模索していきたい。珠洲の名産である「塩

づくり」との関連も追及していきたい。

・広い校区をどのように生かすのか。広すぎる…というマイナス要素をプラスに変える発想は？
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【資料１】 田んぼの生き物観察会（３年生）

直小 生き物ウォッチ 台本 （抜粋）■

○登場人物

◆ウォッチたい１（ ），２（ ），３たいちょう（ ）

◆ナレーター１（ ），２（ ），３（ ），４（ ）

◆生き物たち

コガムシ（ ） クロゲンゴロウのよう虫（ ） ヒメゲンゴロウ（ ）

コシマゲンゴロウ（ ） チビゲンゴロウ（ ） アカトンボのよう虫（ ）

トノサマガエルのたまご（ ） ゴマフガムシ（ ）

○生き物のせりふ

生き物

トノサマガエルのたまご ふつうの田んぼにいます。ぼく，たまごだけみつかったよ。トノサ

マガエル，ぼくのお父さんはお出かけ中です。

ぼくたちは，だんだんへってきているんだよ。

クロゲンゴロウのよう虫 ぼくはよう虫だから，体長は，80ｍｍだよ。

じかまきの田んぼにいるんだよ。でも，すくなくなって，

「ぜつめつきぐしゅ」になったんだ。

でも，ここ，「きずなさん」のたんぼでは，ふえてきているんだ。

チビゲンゴロウ ぼくの体長は，20ｍｍなんだ。ぼくは，ふつうの田んぼにも，じか

まきの田んぼにもいるよ。ぼくのなかまはたくさんいるんだよ。

コガムシ わたしの体長は，16ｍｍくらいです。

夏にはたくさん出て，「きずなさん」のじかまきの田んぼにすんで

います。じかまきの田んぼでは，たくさんの生き物と会えるよ。

ヒメゲンゴロウ ぼくの体長は，10ｍｍなんだ。

「きずなさん」のじかまきの田んぼにいるよ。夏の夜は，ウエルシ

アさんへもとんで，いろんな虫とパーティするんだ。

ゲンゴロウの中でも，ぼくの仲間はたくさんいるんだ。

コシマゲンゴロウ わたしの体長は，10ｍｍくらいです。

じかまきの田んぼにい，仲間がたくさん集まってきます。

わたしのとくちょうは，黒と黄色のしましまもよう。

アカトンボよう虫 わたしの体長は，20ｍｍくらいです。

じかまきの田んぼにいるけど，わたしの仲間は，今，少なくなって

きたよ。わたしのとくいなことは，どろの中にもぐりこむことです。



- 4 -

いしかわ里山里海学習リーダー教員研修「研修実践報告書」

「珠洲の里山」生き物観察会の感想■
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【資料２】 里山から見た「珠洲焼」体験（5年生）
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【資料３】 晩秋の雑木林探検（４年生）

ため池の水生昆虫 朽ち木の下からクロサンショウウオ

口から出るのは「これ，食べれるの？」 やっぱり，「これ食べれるの？」

おこしてごめん，アカガエル 自然学校の雑木林
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【おまけ】 飼育中の生き物たち＋α

■能登町宇出津にある石川県水産総合センター海洋漁業科学館「うみとさかなの科学館」から，サ

ケの卵をいただき，12月から学校で育てている。

あと1ヶ月ほど飼育し，卒業式前には，校区にある「金川」の中流あたりに放流するつもりである。

■ため池の水を抜いたときに発見したナミゲンゴロウを，校内で「特別展示中」。このナミゲンゴロウ

を持って来てくれたのは，校務員さん。校務員の旦那さんたち

が，地区にあるため池の掃除をしたときに，３匹のナミゲンゴロウ

を発見したらしい。２匹は，すぐに飛んでいったとか…これは，年

末のこと。

このゲンゴロウの名前と，ゲンゴロウの飼育の仕方について，

野村先生にメールをしたらすぐに教えてくださった。このような素

早い対応ができるのも，里山の取組のおかげである。

■「珠洲の昆虫コーナー」を設けて「昆虫クイズ」を実施（2学期まで）してきた。昆虫の名前をあてよ

うと，図書室で昆虫図鑑を調べる低学年の姿も…。思わぬ効果を生んだ掲示となった。

12月27日12月上旬 2月上旬


